
• 平成20年度、大水深岸壁（長さ２８０ｍ、深さ－１４ｍ、入港最大標準船型５．５万Ｄ／Ｗ級）および２７ｈａの
ふ頭用地を備えた多目的国際ターミナルの一部が完成し、平成22年度に本格供用開始予定。

• ターミナルの完成により、敦賀港を拠点として物流体系が大きく転換する可能性がある。

土地利用計画図

多目的国際ターミナルは、コンテナと
バルク貨物両方の貨物を－14m岸壁
から取扱います。
ふ頭用地は、貨物を捌いたり、一時的
に保管する場所で、薫蒸施設や上屋
等の一時保管施設を建設することが
できます。

完成予想図

第2期計画

敦賀港多目的国際ターミナル整備事業


